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ついでに言っておくが、私は自分のものも含めて名刺も嫌いで、必要に迫られて初めて

名刺を持ったのはごく最近のことである。何故か子供の頃から自分の名前が他人に知

られることが嫌で、勤務医時代も名札を付けないようにしていた。 

開業して間もなく、胸に何かわからないが金ピカのバッチを付けたりっぱな身なりをした

７０代の男性が当院を受診し、私に自分の名刺を差し出して言った。「先生はおいくつで

すか？どこの御出身ですか？大学はどこですか？どこの病院から開業されたのです

か？医学博士学位はお持ちですか？専門医の資格はありますか？」と矢継ぎ早に質問

をする。いつも患者さんに言われるが、見かけよりは年はくってるし、有名大学を出てい

るわけでもなく、医学博士といってもそれ程りっぱな論文でないことは自覚している。専

門医だって普通に研修して臨床経験を積めば合格出来るような試験だったと思ってい

る。いったいこの人は何を知りたいのか？と思いながらなんとか聞いていた。考えてみ

ると、この患者さんの主訴は軽い下痢程度なので、整腸剤を処方してさっさと帰っていた

だきたいと思った。待っている次の患者さんのことも気になる。 

そうこうしているうちに、彼はやおら胸元から小学校の同級会とやらの写真を取り出し

て、私に説明する。「この人は○○大学で教授を務めた人で、この人は県会議員をやっ

た。この人はあの有名な○○会社の部長をしていた等々。」「それがどうした！」という気

持ちになったが、これも開業医の仕事かと我慢した。しかし、あまりに話が延々と続くも

のだから思わず言ってしまった。「ところであなたのその話と今回の下痢はどんな関係

があるんですか？」患者さんはいきなり怒って立ち上がり「失敬な！！」とそのまま受付

も寄らずに帰ってしまった。そんなこともあって、私はりっぱな人はあまり得意ではない。

できればりっぱな人とは関わらないでこの先も行きたいと思っている。 

隣で家内が「そんな考え方自体が偉そうだと私は思うけどね。」とか言っている。とりあえ

ずこの人をどうにかしてもらいたい。 

『肩書と服装』  
院長 

私はりっぱな肩書を持っている人があまり得意では

ない。「職業」という肩書も含めて苦手である。何故か

と言うと「肩書」に頼って物事を言う人で、あまり良い

人に出会ったことがないからである。私もこの仕事

上、年を経るにつれていくつかの肩書を押し付けられ

ているが、心底迷惑である。  
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 ○=休診日 ★=診療時間変更 

 

※都合により変更になる事がございます。ご了承願います。 

（日曜・水曜・祭日は休診日です） 平成３１年２月 

★ ２月 ２日（土） 午後休診 

県医師会 郡市医師会長 

協議会 出席の為 

★ ２月 ８日（金） 午後受付１７時まで 

県央保健所 地域医療構想 

調整会議 出席の為 

★ ２月２３日（土） 午後休診 
研修会 出席の為 

               

 

 

 
  

 

            

  

 

午前検査外来 

 

午前検査外来 
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